






滋賀県医師キャリア形成
プログラムの変更について

資料１
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滋賀県医学生向け貸付金制度の概要①
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資金名 滋賀県医師養成奨学金 滋賀県医学生修学資金

募集人員 11名 ６名

貸与対象者 滋賀医科大学医学部入学者 全国の医学部３回生（滋賀医大生も可）

貸与期間/金額
１年生～６年生（６年間）
年額１８０万円（総額１，０８０万円）

３年生～６年生（４年間）
年額１８０万円（総額７２０万円）

免除条件

県内医療機関に９年間勤務すること。ま
た、６年目以降の４年間は知事指定医療
機関で勤務すること。

※H30以降、新規に貸与を開始した者は滋賀県医師キャ
リア形成プログラムの参加が義務付け。

県内医療機関に６年間勤務すること。ま
た、５年目以降の２年間は知事指定医療
機関で勤務すること。

※H30以降、新規に貸与を開始した者は滋賀県医師
キャリア形成プログラムの参加が義務付け。
※H29までに貸与を開始した者は５年間。知事指定医
療機関での勤務は４年目以降

県の指定病院 県保健医療計画上一定の役割のある県内病院から指定（原則Ｂ群）

返還方法/利息 ６か月以内に一括返済（利息１０％）

一部返還免除条件 設けない（全額免除か全額返還のみ）

※平成25年度以前の要綱が適用される者は一部内容が異なるため、要確認



義務年限に算入されないが、義務履行中に以下の理由による一時中断が可能。

① 大学院（医学を履修する課程に限る。）に在籍しているとき。（県内の医療機関で常勤医として診療
業務に従事しながら在籍している場合は中断にならない）

② 国内または海外の病院または研究所等で医療に関する研修（臨床研修を除く）を受けているとき
③ 医療に関する研究のために海外へ留学しているとき
④ 産前産後休暇もしくは育児休暇またはこれらに相当する休暇を取得しているとき
⑤ 県内の病院以外の医療機関において診療業務に従事しているとき（臨床研修除く）
⑥ 疾病・負傷その他の事由により診療業務に従事していないとき

※平成25年度以前の要綱が適用される者は一部適用が異なるため、要確認

滋賀県医学生向け貸付金制度の概要②
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一時中断

適用対象者 ①に該当する期間 ②～⑥に該当する期間 最大年数

滋賀県医学生修学
資金貸与者

４年 合計３年 ７年

滋賀県医師養成奨
学金貸与者

４年 合計４年 ８年

【一時中断できる上限年数】



「医師派遣による地域医療の確保」と「派遣医師の能力開発・向上の機会の確保」の両立

キャリア形成プログラムの概要
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目的

対象者

大学医学部 臨床研修（２年間） 専門研修等 知事の指定する
医療機関
での勤務

就学資金の貸与 キャリア形成プログラムの対象期間

［入学時］
卒業後のプログラム
適用に同意

［修了時等］
コース選択

ローテーション
（専門医取得も可能*）

大学病院 医師不足
医療機関

中核病院診療科や就業先の異なる
複数のコースを設定

Aコース（内科・専門医取得）
Bコース（内科・地域医療中心）
Cコース（産婦人科）
・
・
・

イメージ

適用対象者 貸与期間
就業義務
年限

知事が指定する医療機関での
勤務期間

滋賀県医学生修学資金貸与者 ４年
６年

（臨床研修期間を除いた４年
間のうちＢ群に原則２年）

就業義務年限の５年目と６年目（２年間）

滋賀県医師養成奨学金貸与者 ６年
９年

（臨床研修期間を除いた７年
間のうちＢ群に原則４年）

就業義務年限の６年目以降（４年間）

就業義務年限から臨床研修の２年間を除いた期間のうち、B群の医療機関において４年間（就業義務年限が６年の場合は２年間）以上診療業務に従事

貸与期間 就業義務 指定

原則として都道府県内で勤務（海外留学など、一時中断することが可能）

☆原則Ｂ群
の医療機関
を指定

★平成３１年度
以降、自治医科
大学に入学した
者も対象（別途
策定予定）

※B群…医師の不足する地域（二次保健医療圏における甲賀圏域、東近江圏域、湖東圏域、湖北圏域、湖西圏域）



5

知事の指定する医療機関について

A群（1,984人）

①大津
（1,250人）

大津赤十字志賀病院、琵琶湖大橋病院、
琵琶湖病院、滋賀里病院、
大津赤十字病院、大津市民病院、
地域医療機能推進機構滋賀病院、
瀬田川病院、滋賀医科大学医学部附属病
院、大津ファミリークリニック

②湖南
（734人）

近江草津徳洲会病院、淡海医療センター、
滋賀県立精神医療センター、
びわこ学園医療福祉センター草津・野洲、
滋賀県立小児保健医療センター、
滋賀県立総合病院、済生会守山市民病院、
済生会滋賀県病院、湖南病院、
市立野洲病院

B群（1,230人）

③甲賀
（202人）

甲賀市立信楽中央病院、
国立病院機構紫香楽病院、
水口病院、公立甲賀病院

④東近江
（422人）

ヴォーリズ記念病院、
近江八幡市立総合医療センター、
滋賀八幡病院、
国立病院機構東近江総合医療センター、湖東記念病院、
東近江敬愛病院、
東近江市立能登川病院、日野記念病院、
弓削メディカルクリニック

⑤湖東
（223人）

豊郷病院、友仁山崎病院、
彦根中央病院、彦根市立病院

⑥湖北
（296人）

セフィロト病院、市立長浜病院、
長浜赤十字病院、長浜市立湖北病院、
浅井東診療所

⑦湖西
（87人）

高島市民病院

１

６

７

２

５

４

３

※（）内…平成30年末時点の医師数（厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」より）

※他、総合診療専門研修を行う場合、プログラムで連携施設とされる県内の診療所

医師の不足する地域に医師を確保する制度趣旨か
ら、原則として、B群の医療機関へ指定を行います。
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９年コース
（奨学金）

６年コース
（修学資金）

６ ８７ ９１ ２ ３ ４ ５

臨床研修
（２年）

知事指定期間（４年）
※原則Ｂ群

専門研修（３年～）

６１ ２ ３ ４ ５

臨床研修
（２年）

知事指
定

専門研修（３年～）

Ｂ群診療従事期間の考え方について

Ａ群：大津、
湖南圏域

Ｂ群：甲賀、
東近江、

湖東、湖北、
湖西圏域



キャリア形成プログラム義務適用者の推計について
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①平成30年度以降に滋賀県医学生修学資金（貸与年数4年：義務年限6年）の貸与を開始した者。
②平成30年度以降に滋賀県医師養成奨学金（貸与年数6年：義務年限9年）の貸与を開始した者。
③平成31年度以降に自治医科大学医学部に入学した者。

キャリア形成プログラム義務適用者

キャリア形成プログラムの運用手順

・Ｒ３年度以前の入学者までは、６年生進級時、Ｒ４年度以降の入学者からは入学時に、プログラムの
適用について書面により同意。
・臨床研修２年目の９月までに志望する診療科とコースを選択する。
・知事指定期間における勤務先の決定については、地域医療対策協議会において決定する。

最速のスケジュール

種別 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

①の者

６年生 臨研１ 臨研２ 医師３ 医師４ 医師５ 医師６

同意
(※R4以降
は入学時）

診療科・

コース
選択

知事指定
医療機関
勤務

知事指定
医療機関
勤務

（義務終了）

②の者

４年生 ５年生 ６年生 臨研１ 臨研２ 医師３ 医師４ 医師５ 医師６ 医師７ 医師８ 医師９

同意
(※R4以降
は入学時）

診療科・

コース
選択

知事指定
医療機関
勤務

知事指定
医療機関
勤務

知事指定
医療機関
勤務

知事指定
医療機関
勤務

（義務終了）

③の者

３年生 ４年生 ５年生 ６年生 臨研１ 臨研２ 医師３ 医師４ 医師５ 医師６ 医師７ 医師８ 医師９

同意
(※R4以降
は入学時）

診療科・

コース
選択

義務
終了



キャリア形成プログラム義務適用者（①～③）の推計について
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262

・・・学生および医師の合計数
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今回の変更（案）のポイントについて①
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①個別プログラムの作成に係る内容を削除
●現行
キャリアサポートセンターは、プログラム適用者が選択した診療科において、県内医療機関での研修・勤務
とキャリア形成が両立できるよう、個別プログラム（数年先の予定までを個別に設定）を策定する。

●変更理由
現行制度における知事指定医療機関の決定については、本人希望・専門研修プログラムとの整合・医局の
意向・地域の医師不足の状況等を踏まえ、地域医療対策協議会で決定しているが、個別プログラムを策定
し、義務年限中の勤務先を事前に決定したとしてたとしても、知事指定医療機関の決定については、指定時
の、医師不足状況等を踏まえた個別の調整が必要となるため。

●変更（案）
個別プログラムは作成しない。

【プログラムによる知事指定医療機関決定の流れ】
診療科・コースの選択
→ 個別プログラムの作成
→ 個別プログラムについて、地域医療対策協議会の承認

→ プログラムスタート
→ 知事指定医療機関の調整
→ 知事指定医療機関について地域医療対策協議会で決定
→ 知事指定による医療機関への派遣

削除

～



今回の変更（案）のポイントについて②

②キャリア形成プログラム参加施設・診療科一覧内容の充実

●現行
各診療科の基幹施設のみを掲載

●変更理由
医師・医学生への意見聴取におけ
る研修医からの意見で、専門研修
を県内で完結できるか否かの情報
が欲しいとの意見があったため。

●変更（案）
自身の希望する診療科において、
どの医療機関が連携施設となって
いるかが一目でわかるよう各診療
科の基幹施設に加え、連携施設の
情報を追記
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今回の変更（案）のポイントについて③
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③先輩医師のキャリア実例紹介ページ切り離し、新たな冊子を作成する

●現行
キャリア形成プログラムの巻末に掲載

●変更理由
医師・医学生への意見聴取において、先輩医師がその診療科を選択した理由やキャリア例、経
験談、現場のリアルな意見等、生の声を求める意見が多数あったため。
また、今後、先輩医師のキャリア実例紹介ページを累積していく予定であり、ページ数が多くなる
ため。

●変更（案）
キャリア形成プログラムとは切り離し、新たな冊子として毎年度更新を行う。



今回の変更（案）のポイントについて④
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④プログラムの追加・削除

●追加したプログラム
総合診療科 高島市民病院

（追加理由）
研修の体制が整ったため。

●削除したプログラム
循環器内科 淡海医療センター
呼吸器内科 淡海医療センター
消化器内科 淡海医療センター
糖尿病内分泌内科 淡海医療センター
腎臓内科 淡海医療センター

（削除理由）
県内において、従事義務と両立しながら専門医を取得できる体制が整っていないため。



キャリア形成プログラム変更（案）に関する意見聴取結果について

・厚生労働省の示すキャリア形成プログラムの運用指針において、キャリア形成プログラムの既存
のコースの内容や、新たに設定又は変更しようとするコースの案の内容について、対象医師およ
び将来対象となることが見込まれる学生の意見を聴くものとされている。
・変更（案）について、76名（臨床研修1、2年目の医師23名、キャリア形成プログラムが適用となる
医学生52名、その他１名）に意見聴取を行ったところ、16名（研修医6人、医学生10人）から回答が
あった。

・冊子としては十分。【研修医】
・それぞれの専門分野へのキャリアについて詳しく書かれていてとてもわかりやすい。 【医学生】
・各プログラムの毎年の人数が知りたい。 【研修医】
・プログラム、コースパターンのローテートに関する部分を詳しく知りたい。 【医学生】
・診療科で取り扱う症例の一覧があると参考になる。 【医学生】
・より具体的な取得可能資格や技能、取得にかかる時間の目処があると参考になる。 【医学生】
・科の得意分野や研究分野、科内部の雰囲気がわかると参考になる。 【医学生】

主な意見

・次年度以降も引き続き、いただいた意見を反映させながら、プログラム内容の充実や、幅広
いキャリアパス実例の紹介を行うなど、ブラッシュアップをしていく。
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〇 令和４年度 滋賀県医師キャリア形成プログラム 新旧対照表（案） 

 

旧 新 

１．基本事項 

（１）省略 

 

（２）プログラムの適用対象者 

プログラムは、次に掲げる者に対し適用する。 

 ①滋賀県医学生修学資金（全国の医学部在籍者を対象とした修学

資金）貸与者 

 ②滋賀県医師養成奨学金（滋賀医科大学医学部在籍者を対象とし

た奨学金）貸与者 

 ※省略 

 

 

（３）省略 

 

（４）プログラムの選択・策定 

 ア 基本プログラムの設定 

  診療科別に基本となるプログラムを作成し、以下のコースパタ

ーンを設定する。 

 

 

１．基本事項 

（１）省略 

 

（２）プログラムの適用対象者 

 プログラムは、次に掲げる者に対し適用する。 

 ①地域枠で入学し、卒業した医師（＝滋賀県医師養成奨学金（滋賀 

医科大学医学部在籍者を対象とした奨学金）被貸与者） 

②キャリア形成プログラムの適用を希望する医師（滋賀県医学生 

修学資金（全国の医学部在籍者を対象とした修学資金）被貸与者 

を含む） 

 ※省略 

 

（３）省略 

 

（４）プログラムの選択・策定 

 ア コースの設定 

  診療科別に基本となるプログラムを作成し、以下のコースパタ 

ーンを設定する。 

 

 

参 考① 
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旧 新 

  

①基本コース 

  専門医資格の早期取得を目的とし、資格取得後は専門医として 

地域医療に貢献する。 

②地域医療重視コース 

  市中病院を中心にローテートし、実践を通して、地域医療に必 

要な能力の取得を目的とする。 

 ③大学院進学コース 

  専門医資格の取得とともに、就業義務期間中に大学院に進学し、 

学位取得も目指す。 

 

 

 イ 基本プログラムの策定 

  基本プログラムはセンターで策定し、滋賀県地域医療対策協議

会において決定する。基幹施設や連携施設の変更・追加があった

場合は、同様の手続きにより決定する。 

 

 

 

 

  

①基本コース 

  専門医資格の早期取得を目的とし、資格取得後は専門医として 

地域医療に貢献する。 

②地域医療重視コース 

  市中病院を中心にローテートし、実践を通して、地域医療に必 

要な能力の取得を目的とする。 

 ③大学院進学コース 

  専門医資格の取得とともに、就業義務期間中に大学院に進学し、 

学位取得も目指す。 

 

 

 イ コースの策定 

  コースはセンターで策定し、滋賀県地域医療対策協議会におい

て決定する。基幹施設や連携施設の変更・追加があった場合は、同

様の手続きにより決定する。 
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旧 新 

 ウ 個別プログラムの策定 

  基本プログラムを基に、プログラム適用対象者ごとの個別プロ 

グラムを策定する。 

 

①センターは、プログラム適用対象者のキャリア形成を支援す

るため、定期的に面談を実施するとともに、将来の進路に関す

る希望等について確認・助言を行う。 

 

  ②センターは、プログラム適用対象者となる医学生が６年生に

進級した際に、プログラムの適用について書面により同意を求

める。 

 

  ③プログラム適用対象者は、臨床研修２年目の９月までに志望

する診療科を選択する。 

 

 

 

 

  ④センターは、プログラム適用者が選択した診療科において、

県内医療機関での研修・勤務とキャリア形成が両立できるよ

う、基本プログラムを基に個別プログラムを策定する。 

 

 ウ コースの選択 

  基本プログラムを基に、プログラム適用対象者ごとの個別プロ 

グラムを策定する。 

 

  ①プログラム適用対象者は、臨床研修２年目の９月までに志望

する診療科とコースを選択する。 

 

 

  ②コースの選択後、変更を希望する場合は、プログラム適用対

象者からの申請に基づき知事が適当と認めた場合は、適用され

るコースを変更することができる。 

 

  ③センターは、令和３年度以前のプログラム適用対象者につい

ては６年生進級までに、それ以外の者については医学部入学時

もしくはキャリア形成プログラムの適用を希望した際に、卒業

後にキャリア形成プログラムの適用を受けることについて、書

面により同意を求める。 

 

  ④センターは、プログラム適用対象者のキャリア形成を支援す

るため、定期的に面談を実施するとともに、将来の進路に関す

る希望等について確認・助言を行う。   
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旧 新 

  ⑤プログラム適用対象者ごとの個別プログラムは、滋賀県地域

医療対策協議会の承認を得てから開始する。 

 

 

  ⑥個別プログラム適用後も、センターはプログラム適用対象者

と毎年度面談を実施し、本人の希望や県内の医師充足状況を踏

まえ、個別プログラムを修正する。 

     

 

⑦知事が指定する医療機関での勤務期間中の派遣先病院は、セ

ンターで選定し、滋賀県地域医療対策協議会で決定する。派

遣先病院の選定にあたっては、プログラム適用対象者との面

談結果を踏まえ、関連する大学医局と調整を行う。 

 

 

（５）省略 

 

  ⑤センターは、プログラム適用者が選択した診療科において、

県内医療機関での研修・勤務とキャリア形成が両立できるよ

う、必要な調整やサポートを行う。 

 

  ⑥知事が指定する医療機関での勤務期間中の派遣先病院は、セ

ンターで選定し、滋賀県地域医療対策協議会で決定する。派

遣先病院の選定にあたっては、プログラム適用対象者との面

談結果を踏まえ、関連する大学医局と調整を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

（５）省略 
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令和 4 年 10 月 14 日 

滋賀県医師キャリアサポートセンター 

 

R４年度キャリア形成プログラム等に関する意見聴取の実施結果について 

 

１．要旨 

 「キャリア形成プログラム運用指針について」（平成 30 年７月 25 日付け医政発 0725 

第 17 号 厚生労働省医政局長通知）に基づき，キャリア形成プログラムの既存および新

規のコース内容について， 対象となる地域枠医師・学生から Google アンケートフォーム

を利用して意見聴取を行った。 

 

２．実施期間 

 令和４年 9 月 20 日（火）～10 月 13 日（木） 

 

３．実施方法 

 Google アンケートフォーム 

４．実施対象者 

 ・地域枠研修医（キャリア形成プログラム適用外）23 名 

 ・地域枠学生（キャリア形成プログラム適用）52 名  

・その他 1 名                           合計 76 名 

  

（次のページへ続く） 

キャリア形成プログラム運用指針（抜粋） 

 ３．キャリア形成プログラムの策定等の手続 

 （２）意見聴取  

ア 都道府県は、キャリア形成プログラムの既存のコースの内容や、新たに設定又は変更しようとするコースの案の内容につ

いて、対象医師及び将来対象となることが見込まれる学生（以下「対象予定学生」という。）の意見を聴くものとする。  

イ 都道府県は、意見聴取を開始する旨を対象医師及び対象予定学生に通知するとともに、必要に応じ、キャリア形成プログ

ラムの内容や地域医療対策協議会における協議状況等に関する説明会を開催する等により、対象医師及び対象予定学生が都

道府県に意見を述べることができる環境を整えるものとする。 

 ウ 意見聴取は、キャリア形成プログラムの各コースについてそれぞれ行うものとする。  

エ 都道府県は、対象医師又は対象予定学生から意見を聴いたときは、当該意見を地域医療対策協議会に報告し、キャリア形

成プログラムの内容に反映させるよう努めるとともに、当該意見の内容を公表することとする。 

 

参 考② 
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５．実施結果・回答内容 

  回答者 16 名／76 名（回答率：21％） 

  回答者 16 名の内、記名有りが 7 名、匿名が 9 名。 

Q１．研修医ですか？学生ですか？ 

 

Q２．今回の基本プログラムについて教えてください。                                

2-1.プログラム全体について 

 

2-2.プログラム基本事項ページ（制度等）について 

 

（次のページへ続く） 

学生10人

（62%）

研修医6人

（38%）

回答者

学生

2

12

20

5

10

15

プログラム全体について

2

12

2

-2

3

8

プログラム基本事項ページ（制

度等）

学生 10 

医師 6 

とてもわかりやすい 2 

わかりやすい 12 

わかりにくい 2 

とてもわかりにくい 0 

とてもわかりやすい 2 

わかりやすい 12 

わかりにくい 2 

とてもわかりにくい 0 

19



Q３．診療科・施設別プログラムの各項目につい

てお答えください。（4 段階評価） 

3-1. プログラム概要 

  

3-2.プログラム到達目標 

 

 

3-3.取得可能な資格・習得可能な技能 

 

 

 （次のページへ続く） 

4 10 2
0

5

10

15

プログラム概要

4
9

2
0

2

4

6

8

10

プログラム到達目標

5 10 1

-2

3

8

13

18
取得可能な資格・習得可能な技能

  

  

  

  
とてもわかりやすい 4 

わかりやすい 10 

わかりにくい 2 

とてもわかりにくい 0 

とてもわかりやすい 4 

わかりやすい 9 

わかりにくい 2 

とてもわかりにくい 0 

とてもわかりやすい 5 

わかりやすい 10 

わかりにくい 1 

とてもわかりにくい 0 
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3-4.研修先となる医療機関群 

                                

 

 

 

3-5.プログラム・コースパターン 

 

 

 

 

  

6
9

1
0

2

4

6

8

10

研修先となる医療機関群

2
11

3
0

5

10

15

プログラム・コースパターン

とてもわかりやすい 6 

わかりやすい 9 

わかりにくい 1 

とてもわかりにくい 0 

とてもわかりやすい 2 

わかりやすい 11 

わかりにくい 3 

とてもわかりにくい 0 

（次のページへ続く） 
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Q４．今回の基本プログラム案について、良かった部分、わかりにくいと思った部分、改善

した方が良いと思った部分があれば教えてください。（自由記述） 

・プログラムプログラム・コースパターンのローテートに関する部分。 

Q５．本プログラムでもっと詳しく知りたい項目はありますか。（自由記述） 

・各病院の給料。 

・詳細は見学などで実際に聞かないとわからないと思うので、 

 冊子としては十分だと思います。 

・プログラム・コースパターンのローテートに関する部分。 

・それぞれ専門分野へのキャリアについては詳しく書かれていてとてもわかりやす 

 かったですがキャリアのコースについて具体的にどのようなものなのかというも

のがあまりなく、少しわかりづらかったのでそこの点ももう少し教えていただけ

れば幸いです 

Q６．あなたが志望する診療科を決めるとき、どのような情報があれば参考になりますか。

（自由記述） 

・各プログラムの毎年の人数一覧（過去５-10 年間ほどの実績値）。 

・診療科で取り扱う症状一覧。 

・より具体的な取得可能資格や技能、及びかかる時間の目処。 

・その科の得意分野や研究分野。科内部の人間関係による雰囲気。 

Q７．その他、本プログラムや制度運用に関してご意見等があればお書きください。（自由記

述） 

  ・このプログラムに参加している場合、就活がどうなるのか気になります。事前に

見学に行っていないと就職できないという話を聞くので、その部分がわかると高

学年になったときにどう行動するかを考えておけるのでいいのではないかと思い

ます。 プログラム・コースパターンのローテートの部分で、各年で選択肢から

自由に選べるのかどうか、また、同じ施設を複数回選ぶことは可能なのかどうか

が知りたいです。 また、基本コースと地域医療重視コースの両方を一つにまと

めたような、市中病院等で多くの症例を経験しつつ、専門領域での臨床経験も積

めるコースがあるといいのではないかと思います。 

 
〒520-2192 滋賀県大津市瀬田月輪町 

滋賀県医師キャリアサポートセンター 

（担当：滋賀医科大学クオリティマネジメント課 病院研修係）杉本、松井、樹山 

ＴＥＬ：０７７－５４８－２８２６   ＦＡＸ：０７７－５４８－２８３２      

e-mail：ishicsc@belle.shiga-med.ac.jp  
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